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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体光を物体光学系を介して、且つ、参照光を参照光学系を介して、それぞれホログラ
フィック記録媒体の記録層に照射して、干渉縞によりデータページを記録するホログラフ
ィック記録方法であって、
　前記物体光学系での物体光を、記録すべきデータページに対応して、画素毎に、前記ホ
ログラフィック記録媒体に入射する露光方向又は、前記ホログラフィック記録媒体に入射
しない非露光方向に、選択的に反射するように制御し、且つ、データページの１画素に相
当する記録層の領域を略１００％露光するのに必要な露光時間をｔ0としたとき、１回の
露光時間ｔ1を、前記ｔ0を２以上の整数Ｎで分割した時間とし、（Ｎ＋１）段階の階調露
光をするとともに、前記反射直前での、前記物体光のビーム強度分布を（Ｎ＋１）段階の
領域に分割し、前記反射後における物体光のビーム強度分布が略均一となるように、前記
露光時間ｔ0内での時間ｔ1の露光回数を、前記領域毎に制御することを特徴とするホログ
ラフィック記録方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　データページの画素毎に、反射方向を切換制御可能にマイクロミラーを配列してなるマ
イクロミラーデバイスにより、前記物体光の露光方向又は非露光方向の反射を、画素毎に
制御することを特徴とするホログラフィック記録方法。
【請求項３】
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　請求項１又は２において、
　前記物体光及び参照光の光源のパルス発光、前記物体光の光路の間欠的な遮断、前記物
体光及び参照光の光源光の間欠的な遮断のいずれかによって物体光をパルス化することに
より、前記１回の露光時間ｔ1のパルス露光をすることを特徴とするホログラフィック記
録方法。
【請求項４】
　レーザ光源と、このレーザ光源からのレーザ光を物体光及び参照光に分岐する第１の偏
光ビームスプリッタと、前記物体光をホログラフィック記録媒体に導く物体光学系と、前
記参照光を前記ホログラフィック記録媒体に導く参照光学系と、を有してなり、
　前記物体光学系は、前記物体光を透過又は反射する第２の偏光ビームスプリッタと、こ
の第２の偏光ビームスプリッタを透過した物体光を、記録すべきデータページの画素毎に
強度を変調し、且つ、前記第２の偏光ビームスプリッタに向かう露光方向又はこれと異な
る非露光方向に選択的に反射可能な反射型空間光変調器と、前記第２の偏光ビームスプリ
ッタと反射型空間光変調器の間の光路上に配置された１／４波長板と、前記反射型空間光
変調器での、前記データページの１画素に相当する記録層の領域を略１００％露光するの
に必要な露光時間をｔ0としたとき、前記反射型空間光変調器における画素毎の、露光時
間ｔ0内における露光回数を制御する制御装置と、を有してなり、
　前記反射型空間光変調器及び前記第２の偏光ビームスプリッタにより反射された物体光
と前記参照光とが前記ホログラフィック記録媒体内で干渉するようにされ、
　前記反射型空間光変調器は、１回の露光時間ｔ1を、前記ｔ0を２以上の整数Ｎで分割し
た時間としたときに、露光時間ｔ0内で少なくともＮ回、露光方向に反射可能とされ、前
記制御装置は、前記反射型空間光変調器での反射後のビーム強度分布が略均一となるよう
に画素毎の、露光時間ｔ0内における露光回数を制御するようにされたことを特徴とする
ホログラフィック記録装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記反射型空間光変調器は、データページの画素毎に反射方向を切換制御可能なマイク
ロミラーを配列してなるマイクロミラーデバイスにより構成されたことを特徴とするホロ
グラフィック記録装置。
【請求項６】
　請求項４又は５において、
　前記レーザ光源は、前記反射型空間光変調器における１回の露光時間ｔ1と略等しいパ
ルス幅でパルス発光可能とされたことを特徴とするホログラフィック記録装置。
【請求項７】
　請求項４又は５において、
　前記レーザ光源と前記第１の偏光ビームスプリッタとの間に、前記反射型空間光変調器
における１回の露光時間ｔ1と略等しいパルス幅でレーザ光を通過させ、且つ、パルス間
では遮断するビーム遮断手段を設けたことを特徴とするホログラフィック記録装置。
【請求項８】
　請求項４乃至７のいずれかにおいて、
　前記制御装置は、前記反射型空間光変調器へ入射直前の物体光のビーム強度分布を（Ｎ
＋１）段階の領域に分割したときの各領域のビーム強度分布情報に基づいて、前記反射後
における物体光のビーム強度が略均一となるように、前記露光回数を制御するようにされ
たことを特徴とするホログラフィック記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、物体光と参照光とをホログラフィック記録媒体に照射して、その記録層に
干渉縞によってデータページを記録するホログラフィック記録方法及び装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　この種のホログラフィック記録方法及び装置として、記録すべきデジタル情報を２次元
のビットマップパターンに変換し、このパターンを光の強度変調として物体光に付与する
ことによって、データページとして記録するようにするものがある。
【０００３】
　ここで、前記ビットマップパターンを光の強度変調とする場合、通常、空間光変調器が
用いられるが、この空間光変調器は、画素毎にＯＮ・ＯＦＦの２階調に物体光を強度変調
すると記録密度が少ないため、従来は、グレイスケール（いわゆる多値記録）によって記
録密度及びデータレートを向上する試みがなされている。
【０００４】
　上記のように、グレイスケールを形成する方法としては、強度変調のコントラストを分
割する方法及び露光時間を分割する方法あるいはこれらを組み合わせる方法がある。
【０００５】
　又、非特許文献１に記載されるように、上記のようなグレイスケールは、ＤＶＤ（デジ
タルバーサタイルディスク）等のようなビットバイビット（bit－by－bit）のデジタルデ
ータ記録のみならず、ホログラフィックメモリのようなページ型データへも適用可能であ
る。
【０００６】
　更に、通常、レーザ光源から出射されたレーザ光のビーム径における強度分布は、一般
にガウス分布に近くなっているので、物体光学系で伝搬される物体光もガウス分布である
。
【０００７】
　従って、空間光変調器で強度変調された直後の物体光は、図９に示されるように、ビー
ム中心から離れるほど強度が弱くなる。
【０００８】
　このような物体光を用いてホログラフィック記録媒体にデータページが記録された場合
、その再生時にも、撮像素子においては、同様の画像が再生されるため、画像検出後にガ
ウス分布の重畳を電気的に補正する必要がある。
【０００９】
　しかしながら、撮像素子には検出光量に依存しない固定ノイズがあるため、暗くなった
画素を強調すると固定ノイズも強調されて、画像のＳＮＲが低下してしまうという問題点
がある。
【００１０】
　これに対して、従来、非特許文献２に記載されるように、空間光変調器で照射される前
の物体光を整形するアポダイゼーションという技術が提案されている。
【００１１】
【非特許文献１】Ｇ．Ｗ．Ｂｕｒｒｅｔ　ａｌ．，Ｏｐｔ．Ｌｅｔｔ．２３（１５）１２
１８～１２２０（１９９８）
【非特許文献２】Ｈ．Ｊ．Ｃｏｕｆａｌ　ｅｔ　ａｌ．，“Ｈｏｌｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｄ
ａｔａ　Ｓｔｏｒａｇｅ”，Ｓｐｒｉｎｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ（２０００），ｐ３６９～
３８１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上記のグレイスケールを形成する方法としての、強度変調のコントラストを分割する方
法は、強度変調の手段としての空間光変調器が偏光制御型のデバイス（液晶ディスプレイ
等）に限定されてしまい、ＤＭＤ（デジタルマイクロミラーデバイス：商標）のような直
接反射型の空間光変調器は利用することができない。
【００１３】
　この方法の第２の問題点として、階調表示に高精度の忠実性が要求され、更に、空間光
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変調器から撮像素子への画像転送は、画素単位の解像度が要求されるので、液晶空間光変
調器の残像や滲みはグレイスケールの画素間クロストークに強く影響する。
【００１４】
　ところが、この方法では、画素が伝搬する光量を高速度で変調しなければならないので
、液晶のようにアナログ的要素を含むデバイスでは、高速動作に追従できず、残像や滲み
の影響を受けてしまうという問題点がある。
【００１５】
　又、前記非特許文献２に記載されるアポダイゼーションという技術は、レンズ等の光学
部品を用いてガウス分布のビーム強度を再配分してビーム半径方向に階段関数的な強度分
布とするものであるが、光学部品が高価であると共に、光学系の自由度を制限してしまう
という問題点がある。
【００１６】
　この発明は上記問題点に鑑みてなされたものであって、ＯＮ・ＯＦＦの２階調に物体光
を強度変調する反射型空間光変調器を用いて、グレイスケールの多段階記録を実現するこ
とができるホログラフィック記録方法及び装置を提供することを目的とする。
【００１７】
　又、高価な光学部品を用いることなく、アポダイゼーションをすることができるように
したホログラフィック記録方法及び装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明者は、鋭意研究の結果、物体光の強度変調手段として、例えばデジタルマイクロ
ミラーデバイスからなる反射型空間光変調器を用いて、露光時間を分割することによって
、グレイスケールの多階調記録を実現できることが分かった。
【００１９】
　即ち、以下の本発明により上記目的を達成するものである。
【００２０】
（１）物体光を物体光学系を介して、且つ、参照光を参照光学系を介して、それぞれホロ
グラフィック記録媒体の記録層に照射して、干渉縞によりデータページを記録するホログ
ラフィック記録方法であって、前記物体光学系での物体光を、記録すべきデータページに
対応して、画素毎に、前記ホログラフィック記録媒体に入射する露光方向又は、前記ホロ
グラフィック記録媒体に入射しない非露光方向に、選択的に反射するように制御し、且つ
、データページの１画素に相当する記録層の領域を略１００％露光するのに必要な露光時
間をｔ0としたとき、１回の露光時間ｔ1を、前記ｔ0を２以上の整数Ｎで分割した時間と
し、（Ｎ＋１）段階の階調露光をするとともに、前記反射直前での、前記物体光のビーム
強度分布を（Ｎ＋１）段階の領域に分割し、前記反射後における物体光のビーム強度分布
が略均一となるように、前記露光時間ｔ0内での時間ｔ1の露光回数を、前記領域毎に制御
することを特徴とするホログラフィック記録方法。
【００２１】
（２）データページの画素毎に、反射方向を切換制御可能にマイクロミラーを配列してな
るマイクロミラーデバイスにより、前記物体光の露光方向又は非露光方向の反射を、画素
毎に制御することを特徴とする（１）に記載のホログラフィック記録方法。
【００２２】
（３）前記物体光及び参照光の光源のパルス発光、前記物体光の光路の間欠的な遮断、前
記物体光及び参照光の光源光の間欠的な遮断のいずれかによって物体光をパルス化するこ
とにより、前記１回の露光時間ｔ1のパルス露光をすることを特徴とする（１）又は（２
）に記載のホログラフィック記録方法。
【００２４】
（４）レーザ光源と、このレーザ光源からのレーザ光を物体光及び参照光に分岐する第１
の偏光ビームスプリッタと、前記物体光をホログラフィック記録媒体に導く物体光学系と
、前記参照光を前記ホログラフィック記録媒体に導く参照光学系と、を有してなり、前記
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物体光学系は、前記物体光を透過又は反射する第２の偏光ビームスプリッタと、この第２
の偏光ビームスプリッタを透過した物体光を、記録すべきデータページの画素毎に強度を
変調し、且つ、前記第２の偏光ビームスプリッタに向かう露光方向又はこれと異なる非露
光方向に選択的に反射可能な反射型空間光変調器と、前記第２の偏光ビームスプリッタと
反射型空間光変調器の間の光路上に配置された１／４波長板と、前記反射型空間光変調器
での、前記データページの１画素に相当する記録層の領域を略１００％露光するのに必要
な露光時間をｔ0としたとき、前記反射型空間光変調器における画素毎の、露光時間ｔ0内
における露光回数を制御する制御装置と、を有してなり、前記反射型空間光変調器及び前
記第２の偏光ビームスプリッタにより反射された物体光と前記参照光とが前記ホログラフ
ィック記録媒体内で干渉するようにされ、前記反射型空間光変調器は、１回の露光時間ｔ

1を、前記ｔ0を２以上の整数Ｎで分割した時間としたときに、露光時間ｔ0内で少なくと
もＮ回、露光方向に反射可能とされ、前記制御装置は、前記反射型空間光変調器での反射
後のビーム強度分布が略均一となるように画素毎の、露光時間ｔ0内における露光回数を
制御するようにされたことを特徴とするホログラフィック記録装置。
【００２５】
（５）前記反射型空間光変調器は、データページの画素毎に反射方向を切換制御可能なマ
イクロミラーを配列してなるマイクロミラーデバイスにより構成されたことを特徴とする
（４）に記載のホログラフィック記録装置。
【００２６】
（６）前記レーザ光源は、前記反射型空間光変調器における１回の露光時間ｔ1と略等し
いパルス幅でパルス発光可能とされたことを特徴とする（４）又は（５）に記載のホログ
ラフィック記録装置。
【００２７】
（７）前記レーザ光源と前記第１の偏光ビームスプリッタとの間に、前記反射型空間光変
調器における１回の露光時間ｔ1と略等しいパルス幅でレーザ光を通過させ、且つ、パル
ス間では遮断するビーム遮断手段を設けたことを特徴とする（４）又は（５）に記載のホ
ログラフィック記録装置。
【００２９】
（８）前記制御装置は、前記反射型空間光変調器へ入射直前の物体光のビーム強度分布を
（Ｎ＋１）段階の領域に分割したときの各領域のビーム強度分布情報に基づいて、前記反
射後における物体光のビーム強度が略均一となるように、前記露光回数を制御するように
されたことを特徴とする（４）乃至（７）のいずれかに記載のホログラフィック記録装置
。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明においては、反射型空間光変調器により露光時間を分割し、且つ、記録すべきデ
ータページに対応して、画素毎に、ホログラフィック記録媒体に入射する物体光の露光回
数を制御して、多段階の階調露光をすることができるという効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　ホログラフィック記録方法及び装置において、物体光学系での物体光を、記録すべきデ
ータページに対応して、画素毎に、ホログラフィック記録媒体に入射する露光方向又は入
射しない非露光方向に選択的に反射するように制御し、且つ、データページの１画素をＯ
Ｎピクセルとするのに必要な露光時間をｔ0としたとき、露光方向への１回の反射による
露光時間ｔ1を、前記ｔ0を２以上の整数Ｎで分割した時間として、（Ｎ＋１）段階の階調
露光をすることにより、上記目的を達成する。
【実施例１】
【００３２】
　以下図１を参照して、本発明の実施例１に係るホログラフィック記録装置１０について
説明する。
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【００３３】
　このホログラフィック記録装置１０は、レーザ光源１２と、このレーザ光源１２からの
レーザ光を物体光及び参照光に分岐する第１の偏光ビームスプリッタ１４と、前記第１の
偏光ビームスプリッタ１４において透過した偏光、例えばｐ偏光である物体光をホログラ
フィック記録媒体１６に導く物体光学系１８と、前記第１の偏光ビームスプリッタ１４を
反射された偏光、例えばｓ偏光である参照光を前記ホログラフィック記録媒体１６に導く
参照光学系２０と、前記ホログラフィック記録媒体１６において発生する回折光からデー
タページを再生する結像光学系２２と、制御装置２４とを備えて構成されている。
【００３４】
　前記物体光学系１８は、前記第１の偏光ビームスプリッタ１４を透過したｐ偏光のビー
ム径を拡大するためのビームエキスパンダ１８Ａと、このビームエキスパンダ１８Ａによ
ってビーム径を拡大されたｐ偏光を透過し、且つｓ偏光はこれを反射するようにされた第
２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂと、前記第２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂを透過した
物体光の光路上にあって、該物体光の位相をπ／４変調する１／４波長板１８Ｃと、この
１／４波長板１８Ｃを透過した物体光を前記データページの画素毎に１／４波長板１８Ｃ
及び第２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂを介して、前記ホログラフィック記録媒体１６を
照射する方向（露光方向）に反射するか、又は他の方向（非露光方向）に反らして反射す
るかによって、入射した物体光を空間光変調するための反射型空間光変調器であるＤＭＤ
１８Ｄと、このＤＭＤ１８Ｄにおいて反射され、前記１／４波長板１８Ｃを前記とは逆方
向に透過して、且つ第２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂで反射された物体光をフーリエ変
換すると共に、前記ホログラフィック記録媒体１６近傍で焦点を結ぶようにされたフーリ
エレンズ１８Ｅとから構成されている。
【００３５】
　前記参照光学系２０は、前記第１の偏光ビームスプリッタ１４において反射されたｓ偏
光である参照光を、前記ホログラフィック記録媒体１６に向けて反射するミラー２０Ａを
備えて構成されている。
【００３６】
　前記結像光学系２２は、前記ホログラフィック記録媒体１６から発生する回折光を側方
に反射するミラー２２Ａと、撮像素子２２Ｂと、前記ミラー２２Ａで反射された回折光を
前記撮像素子２２Ｂの受光面に結像させるための結像レンズ２２Ｃとを備えて構成されて
いる。
【００３７】
　次に、前記ホログラフィック記録装置１０により、ホログラフィック記録媒体１６にデ
ータページを記録する過程について説明する。
【００３８】
　レーザ光源１２から出射されたレーザ光は、第１の偏光ビームスプリッタ１４において
、これを透過するｐ偏光である物体光と、反射するｓ偏光である参照光とに分岐される。
【００３９】
　参照光は、ｓ偏光のままで、ミラー２０Ａで反射され、ホログラフィック記録媒体１６
に入射する。
【００４０】
　物体光は、物体光学系１８におけるビームエキスパンダ１８Ａによってそのビーム径を
拡大された後、前記第２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂに入射し、これをｐ偏光のまま透
過して、１／４波長板１８Ｃを経てＤＭＤ１８Ｄに到達する。
【００４１】
　ＤＭＤ１８Ｄでは、制御装置２４によって、画素毎にマイクロミラーが制御され、３段
階の階調表示（詳細後述）がなされる。
【００４２】
　１／４波長板１８Ｃは、その光軸がｐ偏光の振動面に対して４５°傾いた状態で置かれ
ていて、ＤＭＤ１８Ｄで露光方向に反射された物体光は、１／４波長板１８Ｃを透過する
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ことによって、ＤＭＤ１８Ｄへの入射時の位相シフトπ／４と反射時の位相シフトπ／４
の合計でπ／２の位相シフトが生じ、ｓ偏光となって、第２の偏光ビームスプリッタ１８
Ｂに入射する。
【００４３】
　第２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂはｓ偏光を反射するので、ｓ偏光としての物体光は
、フーリエレンズ１８Ｅ方向に反射され、該フーリエレンズ１８Ｅによってフーリエ変換
され、且つホログラフィック記録媒体１６近傍の焦点に向かって収束され、ここで、前記
参照光と干渉することによって、データページを干渉縞として記録することになる。
【００４４】
　前記反射型空間光変調器であるＤＭＤ１８Ｄは、反射方向を切換制御可能なマイクロミ
ラーを備えて構成されていて、制御装置２４によりマイクロミラー毎にその反射角度を、
前記露光方向又は非露光方向に切換制御されるようになっている。
【００４５】
　又、前記露光方向への１回の反射による露光時間ｔ1は、データページの１画素に相当
する記録層の領域を略１００％露光するのに必要な露光時間をｔ0としたとき、前記ｔ0を
２以上の整数Ｎで分割した時間とされている。
【００４６】
　ここでは、制御装置２４は、前記露光時間ｔ0を分割する整数Ｎが２と設定されている
。従って、例えば目標値として、図２（Ａ）～（Ｃ）に示されるように、ビットマップ画
像における各画素を３段階の階調表示となるようにするものである。
【００４７】
　図２において、白抜きの画素は物体光を前記第２の偏光ビームスプリッタ１８Ｂ方向、
即ち露光方向に反射するＯＮピクセル、黒色の画素は物体光を前記露光方向と異なる方向
に反射するかあるいは遮断するＯＦＦピクセル、グレイの画素はその両者の中間段階の、
グレイスケールピクセルを表示するものとする。
【００４８】
　目標値として、図２（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に示される順で、各画素を制御する場合、
この実施例１では、図３に示されるビットマップ画像と図４に示されるビットマップ画像
での２回の露光時間に分けて露光し、その和が図２に示されるビットマップ画像の状態（
目標値）となるようにする。
【００４９】
　例えば、図２における画素Ｅ４及びＣ３の場合の、伝播光量と時間との関係を図５に示
す。図５において、露光時間ｔ1は、ｔ1＝ｔ0／２とされる。
【００５０】
　例えば、画素Ｅ４では、図３（Ａ）に示されるように、露光時間ｔ1の１回目の露光及
び図４（Ａ）に示される次の露光時間ｔ1で２回目の露光をし、更に、パルス間隔時間ｔi

ntの後に、図３（Ｂ）に示されるように露光時間ｔ1露光し、図４（Ｂ）、図３（Ｃ）及
び図４（Ｃ）に示されるように、後の露光がなく、これによって、図２（Ａ）、（Ｂ）、
（Ｃ）のそれぞれの画素Ｅ４に示されるようなＯＮピクセル、グレイピクセル、ＯＦＦピ
クセルの状態を形成する。
【００５１】
　同様にして、画素Ｃ３についても、グレイピクセル、ＯＦＦピクセル、ＯＮピクセルの
順で表示される。
【００５２】
　なお、上記実施例１では、データ画像であるデータページを、ＯＮピクセル、グレイピ
クセル及びＯＦＦピクセルの３階調で表現しているため、１枚のデータページを２回の露
光時間の照射で記録しているが、再生データページのＳＮＲに余裕があれば、更に多階調
とすることができる。即ち、露光時間ｔ0を２以上の整数Ｎで分割した時間を１回の露光
時間ｔ1とすれば、Ｎ＋１階調で表現することができる。
【００５３】
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　なお、上記図４、図５におけるビットマップ画像では、（Ａ）から（Ｂ）、更には（Ｂ
）から（Ｃ）との間の時間ｔintでは、ホログラフィック記録媒体１６への露光は行なわ
れないので、必要に応じて、物体光をパルス状に制御するとよい。
【００５４】
　例えば、図１において符号２６Ａで示されるように、レーザ光源１２をパルス制御する
パルス制御装置１３を設け、前記ＤＭＤ１８Ｄにおける１回の露光時間ｔ1と略等しいパ
ルス幅でレーザ光源１２をパルス発光させるようにしてもよい。この場合、前記パルス制
御装置１３と制御装置２４は、同期させる必要がある。
【００５５】
　又、例えば、図１において二点鎖線で示されるように、電磁シャッター等からなるビー
ム遮断手段２６Ａを、レーザ光源１２と第１の偏光ビームスプリッタ１４との間、あるい
は、物体光学系１８中に介在させ、ＤＭＤ１８Ｄと同期して、レーザ光あるいは物体光を
ＯＮ・ＯＦＦさせるようにしてもよい。
【００５６】
　なお、ビーム遮断手段２６Ａをレーザ光源１２の直後に設けたり、レーザ光源１２をパ
ルス制御装置１３によってパルス発光するようにすれば、参照光による無駄な露光を回避
することができるので好ましい。
【実施例２】
【００５７】
　次に、本発明の実施例２について、図６～図８を参照して説明する。
【００５８】
　この実施例は、レーザ光源から出射されたレーザ光のビーム径における強度分布がガウ
ス分布となっているとき、これを高価な光学部品を用いることなく、反射型空間光変調器
の露光時間分割によるアポダイゼーションを用いて強度分布を均一化する方法についての
ものである。
【００５９】
　例えば、物体光の光路上で、前記ＤＭＤ１８Ｄに入射する直前の、ビーム径における強
度分布が図９に示されるとおりであったとして、ビーム中心からビーム径の半径方向外側
に向かって光量（光強度）は、領域α、β、γ、δの順に、（Ｐ0～Ｐ1）→（Ｐ1～Ｐ2）
→（Ｐ2～Ｐ3）→（Ｐ3～Ｐ4）へと小さくなる。
【００６０】
　このような各光強度の領域α～δに対応して、この実施例２においては、ＤＭＤ１８Ｄ
における露光方向への反射回数を、例えば、領域αにおいては少なく（１回）、領域β、
γ、δの順で、２回、３回、４回と増大して、ホログラフィック記録媒体１６における露
光強度の分布を均一とするものである。
【００６１】
　このような露光方向への反射回数は、例えば、予めＤＭＤ１８Ｄの入射側で物体光の強
度分布を測定し、これに基づいて、図６に示されるような重み付けを制御装置２４に入力
しておく。
【００６２】
　更に具体的には、ビームの最大強度（通常はビーム中心の強度）と最小強度（通常は画
像の四隅の強度）の差を４等分し、ＤＭＤ１８Ｄ上の各画素が４等分された光量範囲のい
ずれかに属するかを決めればよい。
【００６３】
　実際の記録時において、ＤＭＤ１８Ｄへ変調する際に、前記図６に示されるように、領
域α～δに属するＯＮピクセルを表示する場合、強度・パルス幅共に均一なパルス光をそ
れぞれ１～４回照射することにより、ホログラフィック記録媒体１６へのホログラフィッ
ク記録を行なう。
【００６４】
　これは、前記実施例１におけるグレイスケールに例えれば、図７に示すような画像を記
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よって補正され、図８に示されるような均一な強度のＯＮピルセルからなる良好な画像が
形成される。
【００６５】
　なお、この実施例２においては、光学部品によるアポダイゼーションと比較して、デー
タページ当たりの物体光強度は減少するが、レーザ光の出力を上げたり、露光時間を増や
すことによって補うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の実施例１に係るホログラフィック記録装置を示す光学系統図
【図２】同実施例１の装置により記録すべきデータページの例を示す模式図
【図３】実施例１のＤＭＤにおける１回目の分割露光時におけるマイクロミラーの露光反
射及び非露光反射の状態を示す模式図
【図４】同２回目の露光反射及び非露光反射の状態を示す模式図
【図５】同ＤＭＤの特定のマイクロミラーによる露光反射の過程を時間軸に沿って示す線
図
【図６】本発明の実施例２によるアポダイゼーションの方法を、露光強度と時間の関係で
示す線図
【図７】同実施例２の方法で露光回数が調整された場合の、データページの画素に対応し
たＤＭＤでの反射光量の分布を示す模式図
【図８】同実施例２の方法によって記録されたデータページを示す模式図
【図９】一般的なレーザ光のビーム径における光強度分布を示す線図
【符号の説明】
【００６７】
　１０…ホログラフィック記録装置
　１２…レーザ光源
　１３…パルス制御装置
　１４…第１の偏光ビームスプリッタ
　１６…ホログラフィック記録媒体
　１８…物体光学系
　１８Ｂ…第２の偏光ビームスプリッタ
　１８Ｃ…１／４波長板
　１８Ｄ…ＤＭＤ（デジタルマイクロミラー）
　２０…参照光学系
　２４…制御装置
　２６Ａ…ビーム遮断手段
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